
国
鉄
分
割
・
民
営
化
で
、

七
千
六
百
二
十
八
人
の
国
鉄

労
働
者
に
Ｊ
Ｒ
へ
の
不
採
用

通
知
が
出
さ
れ
た
一
九
八
七

年
二
月
十
六
日
か
ら
二
八
年

を
迎
え
ま
す
。

こ
の
日
に
改
め
て
国
鉄
闘

争
勝
利
！
一
〇
四
七
名
解
雇

撤
回
！
を
掲
げ
て
、
港
区
民

セ
ン
タ
ー
で
、
関
西
労
働
者

集
会
を
開
催
し
ま
す
。

国
鉄
分
割
・
民
営
化
は

「
新
自
由
主
義
の
始
ま
り
」

と
言
わ
れ
、
当
時
の
中
曽
根

首
相
が
公
言
し
た
よ
う
に

「
国
労
を
つ
ぶ
し
、
総
評
を

解
体
し
、
立
派
な
憲
法
を
床

の
間
に
安
置
す
る
」
と
い
う

極
悪
の
改
憲
攻
撃
で
あ
り
、

国
家
を
挙
げ
た
労
働
組
合
解

体
攻
撃
で
あ
り
、
総
非
正
規

化
攻
撃
で
し
た
。

こ
の
攻
撃
に
よ
っ
て
国
労

は
少
数
組
合
と
な
り
総
評
は

解
散
し
て
連
合
に
な
り
ま
し

た
。
労
働
者
派
遣
法
が
施
行

さ
れ
た
の
は
一
九
八
六
年
。

消
費
税
が
税
率
三
％
で
施
行

さ
れ
た
の
は
一
九
八
八
年
。

今
、
こ
の
社
会
の
現
実
は
、

非
正
規
雇
用
が
二
〇
〇
〇
万

人
を
超
え
た
、
消
費
税
が
八

％
に
な
り
二
〇
一
七
年
四
月

に
は
一
〇
％
に
す
る
と
い
う
、

労
働
組
合
が
闘
わ
な
く
な
り

組
織
率
は
十
七
・
七
％
で
史

上
最
低
を
更
新
、
そ
し
て
今
、

安
倍
政
権
が
集
団
的
自
衛
権

行
使
を
容
認
し
、
憲
法
を
変

え
て
戦
争
に
突
き
進
ん
で
い

る
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
出
発

点
が
国
鉄
分
割
・
民
営
化
な

の
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
私
た
ち
は
、

国
鉄
闘
争
に
勝
利
す
る
こ
と
、

一
〇
四
七
名
解
雇
撤
回
を
勝

ち
と
る
こ
と
が
労
働
組
合
の

闘
い
を
甦
ら
せ
、
生
活
と
権

利
を
守
り
、
戦
争
を
阻
止
す

る
道
だ
と
確
信
し
て
国
鉄
闘

争
を
闘
い
抜
い
て
き
ま
し
た
。

国
鉄
分
割
・
民
営
化
に
先

立
つ
八
三
年
、
全
国
六
〇
〇

〇
人
に
及
ぶ
臨
時
雇
用
員
解

雇
に
対
し
て
、
当
該
の
一
人

で
あ
っ
た
和
田
弘
子
さ
ん
を
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■
■
二
・
一
六
関
西
労
働
者
集
会
に
向
け
て
■
■

今
こ
そ
労
働
者
は
団
結
し
て
立
ち
上
が
ろ
う
！



全
面
的
に
支
援
し
裁
判
闘
争
・

現
場
行
動
を
闘
い
抜
き
、
中

曽
根
発
言
に
対
し
て
は
、
国

労
組
合
員
有
志
や
国
鉄
闘
争

を
闘
う
仲
間
に
呼
び
か
け
、

「
四
党
合
意
」
地
労
委
闘
争

を
提
唱
し
て
闘
い
ま
し
た
。

ま
た
当
時
の
国
労
が
全
国

で
展
開
し
た
労
働
委
員
会
闘

争
で
の
勝
利
命
令
が
、
九
八

年
五
月
二
八
日
、
東
京
地
裁

で
す
べ
て
ひ
っ
く
り
返
さ
れ

反
動
判
決
が
出
さ
れ
た
際
に

は
、
「
こ
れ
を
放
置
す
れ
ば

民
間
中
小
の
闘
い
に
も
重
大

な
影
響
を
与
え
る
」
と
の
危

機
感
を
も
っ
て
、
全
日
建
関

西
生
コ
ン
支
部
や
動
労
千
葉

と
共
に
、
十
一
月
の
全
国
労

働
者
総
決
起
集
会
を
呼
び
か

け
、
以
降
、
毎
年
新
し
い
仲

間
を
結
集
さ
せ
な
が
ら
、
集

会
も
十
七
回
を
数
え
る
ま
で

に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
民
主
党
政
権
時
の

二
〇
一
〇
年
「
一
〇
四
七
名

問
題
一
括
和
解
」
に
対
し
て
、

「
国
鉄
闘
争
の
火
を
消
す
な
」

と
故
大
和
田
幸
治
事
務
局
長

も
呼
び
か
け
人
と
な
り
、
国

鉄
闘
争
全
国
運
動
を
立
ち
上

げ
、
関
西
で
も
港
合
同
と
関

西
生
コ
ン
支
部
が
中
心
と
な
っ

て
、
準
備
会
と
し
て
四
月
尼

崎
事
故
弾
劾
の
集
会
を
軸
に

取
り
組
み
、
つ
い
に
昨
年
一

〇
月
十
七
日
の
国
鉄
集
会
を

も
っ
て
「
国
鉄
闘
争
全
国
運

動
・
関
西
」
と
し
て
新
し
い

ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
国
鉄
闘
争
が
営
々

と
闘
い
抜
か
れ
て
き
た
こ
と

で
、
動
労
千
葉
鉄
建
公
団
訴

訟
で
は
、
二
〇
一
二
年
六
・

二
九
東
京
地
裁
判
決
と
二
〇

一
三
年
九
・
二
五
高
裁
判
決

で
、
い
ず
れ
も
不
当
労
働
行

為
を
認
定
し
ま
し
た
。
そ
し

て
今
、
最
高
裁
を
追
い
詰
め

て
い
ま
す
。

橋
下
市
長
・
維
新
の
会
と

の
闘
い
は
団
結
権
で
あ
り
、

労
働
組
合
を
め
ぐ
る
攻
防
で

す
。
中
曽
根
が
公
言
し
た

「
労
働
組
合
を
つ
ぶ
し
て
、

戦
争
を
す
る
」
攻
撃
が
、
総

評
を
つ
ぶ
し
て
連
合
に
な
っ

た
の
に
、
労
働
組
合
が
今
も

現
場
で
闘
っ
て
い
る
こ
と
に

追
い
詰
め
ら
れ
た
攻
撃
で
す
。

桜
井
よ
し
こ
が
Ｕ
Ａ
ゼ
ン

セ
ン
を
持
ち
上
げ
て
「
民
間

組
合
は
官
公
労
と
決
別
し
連

合
を
分
裂
さ
せ
よ
」
と
言
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
こ
そ
安

倍
政
権
の
本
音
で
す
。

港
合
同
の
先
人
た
ち
が
営
々

と
守
り
抜
い
て
き
た
地
域
共

闘
・
官
民
連
帯
の
闘
う
労
働

運
動
の
地
平
を
守
り
抜
き
、

国
鉄
闘
争
に
勝
利
し
、
安
倍

も
橋
下
も
ぶ
っ
飛
ば
そ
う
！

昌
一
金
属
支
部

Ｋ
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320名が結集した昨年10・17集会


